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(57)【要約】
【課題】ダイナミックレンジを拡大したより高品位かつ
高画角の貼合画像を取得する。
【解決手段】被写体を撮影して画像を取得する撮像部１
０と、撮像部を制御する撮像制御部２１と、撮像部によ
り被写体の同一領域について露出を異ならせて撮影する
ことにより取得された複数の部分画像を合成してダイナ
ミックレンジを拡大したＨＤＲ画像を生成するＨＤＲ処
理部１７と、ＨＤＲ処理部により被写体の異なる領域に
ついて生成された複数のＨＤＲ画像を貼り合わせて、よ
り高画角な貼合画像を取得する貼合処理部１８と、貼合
画像内に含まれる単一の部分画像より広い範囲を撮像部
により撮影させて取得した画像情報に基づいて全ての部
分画像を撮影する際の露出条件を設定する露出設定部１
６と、を備える画像取得装置を提供する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被写体を撮影して画像を取得する撮像部と、
　該撮像部を制御する撮像制御部と、
　前記撮像部により前記被写体の同一領域について露出を異ならせて撮影することにより
取得された複数の部分画像を合成してダイナミックレンジを拡大したＨＤＲ画像を生成す
るＨＤＲ処理部と、
　該ＨＤＲ処理部により前記被写体の異なる領域について生成された複数の前記ＨＤＲ画
像を貼り合わせて、より高画角な貼合画像を取得する貼合処理部と、
　前記貼合画像内に含まれる単一の前記部分画像より広い範囲を前記撮像部により撮影さ
せて取得した画像情報に基づいて全ての前記部分画像を撮影する際の露出条件を設定する
露出設定部と、を備える画像取得装置。
【請求項２】
　撮影倍率を変更可能な倍率変更部を備え、
　前記露出設定部が、前記倍率変更部により単一の前記部分画像より広い範囲の画像を取
得可能な撮影倍率に設定して前記撮像部により取得された画像情報に基づいて露出条件を
設定する請求項１に記載の画像取得装置。
【請求項３】
　前記倍率変更部によって変更した撮影倍率に応じて設定した露出条件を補正するパラメ
ータ補正部を備える請求項２記載の画像取得装置。
【請求項４】
　前記露出設定部が、前記倍率変更部により前記貼合画像より広い範囲を撮影して取得し
た画像情報に基づいて全ての前記部分画像を撮影する際の露出条件を設定する請求項２又
は請求項３に記載の画像取得装置。
【請求項５】
　前記露出設定部が、前記撮像部により取得された単一の前記部分画像より広い範囲の画
像情報の内から所定範囲の画像情報を選択し、選択された画像情報に基づいて露出条件を
設定する請求項１乃至請求項４の何れか１項に記載の画像取得装置。
【請求項６】
　前記露出設定部が、複数の前記部分画像を取得する範囲について前記撮像部により取得
された画像情報に基づいて露出条件を設定する請求項１に記載の画像取得装置。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像取得装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、露出条件の異なる複数枚の画像を取得して合成することにより、ダイナミックレ
ンジを拡大するＨＤＲ処理が知られている（例えば、特許文献１参照。）。通常のＨＤＲ
処理においては、画像を取得する際に適正露出を検出し、検出された適正露出と、適正露
出よりも高い露出および低い露出とで撮影することが行われる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１３－０６８７３８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、複数枚の部分画像を貼り合わせてより高画角の貼合画像を取得する、貼
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合処理を行う場合に、部分画像毎に通常のＨＤＲ処理を行うのでは、貼り合わせられた部
分画像間の境界領域の明るさが相違し、貼り合わせたことがはっきり分かる低品位な貼合
画像が生成されてしまうという不都合がある。
　本発明は上述した事情に鑑みてなされたものであって、ダイナミックレンジを拡大した
より高品位かつ高画角の貼合画像を取得することができる画像取得装置を提供することを
目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記目的を達成するために、本発明は以下の手段を提供する。
　本発明の一態様は、被写体を撮影して画像を取得する撮像部と、該撮像部を制御する撮
像制御部と、前記撮像部により前記被写体の同一領域について露出を異ならせて撮影する
ことにより取得された複数の部分画像を合成してダイナミックレンジを拡大したＨＤＲ画
像を生成するＨＤＲ処理部と、該ＨＤＲ処理部により前記被写体の異なる領域について生
成された複数の前記ＨＤＲ画像を貼り合わせて、より高画角な貼合画像を取得する貼合処
理部と、前記貼合画像内に含まれる単一の前記部分画像より広い範囲を前記撮像部により
撮影させて取得した画像情報に基づいて全ての前記部分画像を撮影する際の露出条件を設
定する露出設定部と、を備える画像取得装置を提供する。
【０００６】
　本態様によれば、露出設定部により設定された露出条件を用いて撮像部により被写体の
同一領域について露出条件を異ならせて撮影させることにより複数の部分画像が取得され
る。取得された複数の部分画像がＨＤＲ処理部において合成されることにより、ＨＤＲ画
像が生成される。被写体の異なる領域についてそれぞれＨＤＲ画像を生成し、生成された
複数のＨＤＲ画像が貼合処理部において貼り合わせられることにより高画角な貼合画像が
取得される。
【０００７】
　この場合において、全ての部分画像を取得する際の露出条件が、単一の部分画像より広
い範囲を撮影して得られた画像情報に基づいて設定されているので、ＨＤＲ画像ごとに画
像の明るさが変化せず、貼り合わせ処理によってＨＤＲ画像間の境界線が明確にならない
ように貼り合わせることができ、高品位な貼合画像を得ることができる。また、この場合
に、単一の部分画像の範囲の画像情報に基づくのではなく、それより広い範囲を撮影して
得られた画像情報に基づいているので、貼合画像の範囲内で場所により露出条件が大きく
変化している場合においてもダイナミックレンジを拡大可能な共通の露出条件を設定する
ことができる。
【０００８】
　上記態様においては、撮影倍率を変更可能な倍率変更部を備え、前記露出設定部が、前
記倍率変更部により単一の前記部分画像より広い範囲の画像を取得可能な撮影倍率に設定
して前記撮像部により取得された画像情報に基づいて露出条件を設定してもよい。
【０００９】
　このようにすることで、倍率変更部により単一の部分画像より広い範囲の画像を取得可
能な撮影倍率に設定することで単一の部分画像より広い範囲の画像を取得して、この画像
に係る画像情報に基づいて全ての部分画像を取得する際の露出条件を設定するので、ＨＤ
Ｒ画像ごとに画像の明るさが変化せず、貼り合わせ処理を行った場合にも境界線が目立た
ない、高品位な貼合画像を得ることができる。
【００１０】
　また、上記態様においては、前記倍率変更部によって変更した撮影倍率に応じて設定し
た露出条件を補正するパラメータ補正部を備えることとしてもよい。
　撮影倍率を変更すると、つまり対物レンズやズーム光学系を切替えた場合、取得される
画像の明るさ等が変化するため、単に設定した露出条件を適用するだけでは所望の画像を
取得することができない場合がある。このため、倍率変更部によって変更した撮影倍率に
応じて、すなわち、切替えた対物レンズやズーム光学系に応じて露出条件を補正すること



(4) JP 2015-233232 A 2015.12.24

10

20

30

40

50

で、所望の明るさの画像を取得することができる。
【００１１】
　また、上記態様においては、前記露出設定部が、前記倍率変更部により前記貼合画像よ
り広い範囲を撮影して取得した画像情報に基づいて全ての前記部分画像を撮影する際の露
出条件を設定してもよい。
【００１２】
　このようにすることで、全ての部分画像を取得する際の露出条件が、貼合画像より広い
範囲を撮影して得られた画像情報に基づいて撮影範囲全体に適切な露出条件を判断し設定
されているので、貼合画像に含まれる部分画像から生成したＨＤＲ画像ごとに画像の明る
さが変化せず、貼り合わせ処理によってＨＤＲ画像間の境界線が明確にならないように貼
り合わせることができ、高品位かつダイナミックレンジを拡大した貼合画像を得ることが
できる。
【００１３】
　また、上記態様においては、前記露出設定部が、前記撮像部により取得された単一の前
記部分画像より広い範囲の画像情報の内から所定範囲の画像情報を選択し、選択された画
像情報に基づいて露出条件を設定してもよい。
　このようにすることで、選択された範囲のみから露出条件を設定するので、必要な範囲
に応じた露出条件を設定することができ、より適切な露出条件を設定することができ、よ
り高品位な貼合画像を得ることができる。
【００１４】
　また、上記態様においては、前記露出設定部が、複数の前記部分画像を取得する範囲に
ついて前記撮像部により取得された画像情報に基づいて露出条件を設定してもよい。
　このようにすることで、撮像部により取得された画像情報から、例えば、ユーザが指定
した領域や、所望の条件に従って露出条件を設定することができるので、適切な露出条件
を設定することができ、より高品位な貼合画像を得ることができる。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明によれば、ダイナミックレンジを拡大したより高品位かつ高画角の貼合画像を取
得することができるという効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明の第１の実施形態に係る画像取得装置を示す全体構成図である。
【図２】本発明の第１の実施形態に係る画像取得装置において取得する画像の領域につい
ての説明図である。
【図３】本発明の第１の実施形態に係る画像取得装置を備えた顕微鏡システムにおいて貼
合画像を生成する際のフローチャートである。
【図４】トーンマッピングにおいて、画像の入力輝度レンジをディスプレイの出力輝度レ
ンジに均等に割り当てる線形圧縮法の説明に係るグラフである。
【図５】１６ｂｉｔから８ｂｉｔに圧縮する際に適用するトーンカーブの例である。
【図６】低輝度用トーンカーブ、中輝度用トーンカーブ及び高輝度用トーンカーブの例で
ある。
【図７】低輝度用のトーンカーブを適用して、８Ｂｉｔの出力画像（貼合画像）を生成す
る場合の例である。
【図８】トーンカーブの適用後にオフセットをかける場合の例である。
【図９】ＨＤＲ処理についての説明図である。
【図１０】露出条件を補正する際の補正係数を記憶したテーブルの例である。
【図１１】本発明の第２の実施形態に係る画像取得装置を示す全体構成図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
（第１の実施形態）
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　本発明の第１の実施形態に係る画像取得装置について、図面を参照して以下に説明する
。本実施形態においては、画像取得装置が顕微鏡システムに適用された例について説明す
る。
　図１に示すように、顕微鏡システムは、被写体としての標本Ａの光学像を撮像して画像
を取得する顕微鏡１、顕微鏡１を制御する制御部２、及び制御部２に接続され顕微鏡１に
より取得した画像に対して所定の処理を施す画像処理部として機能すると共に顕微鏡１に
より取得した標本Ａの画像に基づいて高画角の貼合画像を取得する画像取得装置として機
能するコンピュータ（ＰＣ）３を備えている。
【００１８】
　顕微鏡１では、光源６から出射した照明光がコンデンサユニット７を経由してステージ
８に設置された標本Ａを照明し、レボルバ１１に装着されている対物レンズ９及び図示し
ない結像レンズ（光学系）を介して撮像部１０の撮像面において標本Ａの光学像を結像し
、この光学像を撮像部１０が画像として取得する。
　レボルバ１１は、回転させることにより、複数の対物レンズ９のうちの一つを選択でき
るようになっており、撮像倍率を変更可能な倍率変更部に相当する。
【００１９】
　顕微鏡１のステージ８には図示しないモータが設けられており、このモータを駆動機構
制御部２０により駆動することにより、ステージ８に載置された標本Ａを対物レンズ９及
び結像レンズからなる光学系に対して対物レンズ９の光軸方向（Ｚ方向）に相対的に移動
させる。なお、ステージ８は、対物レンズ９の光軸に対して垂直な２方向（Ｘ方向、Ｙ方
向）にも移動可能である。
【００２０】
　撮像部１０はＣＣＤ、ＣＭＯＳ等の撮像素子を備えたデジタルカメラであり、結像した
光学像を撮像し、デジタル画像として制御部２の撮像制御部２１に出力する。撮像部１０
は、撮像制御部２１により制御される。また、撮像制御部２１は、後述するコンピュータ
３からの指示に従って、撮像部１０における露出条件（露光時間、絞り及びＩＳＯ感度）
を設定したり、撮像した画像の現像処理を行って現像処理後の画像をコンピュータ３に出
力したりする。
【００２１】
　制御部２は、撮像部１０を制御する撮像制御部２１とステージ８を制御する駆動機構制
御部２０とを備え、撮像制御部２１により撮像部１０を、駆動機構制御部２０によりステ
ージ８を夫々制御して被写体としての標本Ａの画像を撮像する。より具体的には、制御部
２は、撮像部１０を制御して、設定された露出条件及び倍率で標本Ａの画像を取得し、取
得した画像をコンピュータ３に出力する。
【００２２】
　コンピュータ３は、演算部としてのＣＰＵ（中央処理部）を備え、撮像制御部２１から
入力された画像に対して所定の画像処理を行うと共に、コンピュータ３に接続された制御
部２、モニタ２３、キーボード２４及びマウス２５を統括的に制御する。コンピュータ３
としては、汎用又は専用のコンピュータを適用することができ、ＣＰＵが、撮像部１０に
よって取得された標本Ａの画像に対して所定の画像処理を行う他、撮像部１０によって取
得した画像からより高画角の貼合画像を生成する等、種々の制御プログラムを実行する。
【００２３】
　コンピュータ３は、ＣＰＵが所定のプログラムを展開して実行することによって実現さ
れる処理部としての領域設定部１５、露出設定部１６、ＨＤＲ処理部１７、貼合処理部１
８及びデータ記録部１９を備えている。
【００２４】
　領域設定部１５は、貼合画像を取得する領域、貼合画像内に含まれる部分画像の領域、
露出条件を設定するための基準となる範囲などを設定し、設定した情報を撮像制御部２１
に送信する。露出条件を設定するための範囲としては、少なくとも貼合画像内に含まれる
単一の部分画像より広い範囲を設定する必要があり、取得する標本Ａの種類や取得すべき
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貼合画像に応じて決定される。本実施形態においては、図２に示すように、取得すべき貼
合画像の領域Ｐ１（以下、「貼合画像領域」）よりもやや広い範囲を露出設定のための領
域Ｐ２（以下、「露出設定画像領域」という）として設定し、設定した領域を撮像制御部
２１に送信する。
【００２５】
　露出設定部１６は、撮像部１０によって、領域設定部１５により設定された標本Ａ上の
露出設定画像領域Ｐ２を撮像した露出設定画像に係る画像情報に基づいて、部分画像を撮
影する際の露出条件を設定する。本実施形態においては、図２の露出設定画像領域Ｐ２に
係る画像情報に基づいて、部分画像を取得する際の露出条件を決定する。図２中、部分画
像に係る領域Ｐ３で示し、以下、「部分画像領域」という。
【００２６】
　ＨＤＲ処理部１７は、露出設定部１６により設定された露出条件に基づいて、撮像部に
より標本Ａ上の同一領域について露出条件を異ならせて撮影することにより取得された複
数の部分画像を合成してダイナミックレンジを拡大したＨＤＲ画像を生成する。
　貼合処理部１８は、ＨＤＲ処理部１７により標本Ａの異なる領域について生成された複
数のＨＤＲ画像を貼り合わせて、より高画角な貼合画像を取得する。
　データ記録部１９は、撮像部１０によって撮像した画像を記録する。
【００２７】
　以下、このように構成された画像取得装置を備えた顕微鏡システムによる貼合画像生成
の流れについて、図３のフローチャートに従って説明する。
【００２８】
　ステップＳ１０１において、制御部２は、標本Ａの光学像を低倍で撮像する旨の指示を
コンピュータ３から受け取り、レボルバ１１に装着されている複数の対物レンズ９のうち
低倍の対物レンズ９（例えば、２倍）に切り替える。そして、撮像制御部２１がコンピュ
ータ３の指示に従って標本Ａの光学像を低倍で撮像する旨の指示を撮像部１０に行い、こ
の指示を受けて撮像部１０が、標本Ａの低倍画像を撮像する（図２の「領域Ｐ」参照）。
撮影した低倍画像は、ＰＣ３に備えられたデータ記録部１９に出力される。
【００２９】
　次に、ステップＳ１０２にて、低倍画像のうち、貼合画像領域Ｐ１を指定する。貼合画
像領域Ｐ１の指定は、マウス２５やキーボード２４等によってユーザが指定することがで
き、この指示を受けて領域設定部１５が貼合画像領域Ｐ１を設定し、設定した領域に係る
情報を撮像制御部２１に出力する。また、領域設定部１５は、貼合画像領域Ｐ１の指定に
伴って、貼合画像領域Ｐ１よりも所定範囲だけ広い範囲である露出設定画像領域Ｐ２を設
定し、露出設定画像領域Ｐ２に係る情報を撮像制御部２１に出力する。
【００３０】
　次のステップＳ１０３において、制御部２は、低倍画像取得時よりも高倍の対物レンズ
９（例えば、４倍）に切り替えたり、ズーム光学系を調節したりして、撮像範囲を露出設
定画像領域Ｐ２に設定する。なお、ズーム光学系を調節する手段は、撮像倍率を変更可能
な倍率変更部に相当する。そして、撮像制御部２１が領域設定部１５からの指示に従って
撮像部１０を制御し、露出設定画像領域Ｐ２について露出設定画像を取得し、露出設定画
像の画像情報を露出設定部１６に出力する。
【００３１】
　ステップＳ１０４では、露出設定部１６が露出設定画像に係る画像情報に基づいて、貼
合画像を構成する全ての部分画像の取得に際しての露出条件を設定し撮像制御部２１に出
力する。すなわち、露出設定部１６は、露出設定画像に係る画像情報に基づいて、異なる
部分画像領域Ｐ３に対して同一の露出条件（露出時間等）を設定する。
【００３２】
　本実施形態においては、予め一つの部分画像領域Ｐ３に対して部分画像を４枚取得する
設定となっており、ステップＳ１０４において、露出設定画像に係る画像情報に基づいて
、いわゆるＡＥ（自動露出）によって、例えば適切な基準露出時間を定め、一つの部分画
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像領域Ｐ３に対してこの基準露出時間の他、基準露出時間の４倍の露出時間、基準露出時
間の１／４倍の露出時間、基準露出時間の１／１６倍の露出時間が設定される。
【００３３】
　また、同様に、露出設定部１６が露出設定画像に係る画像情報に基づいて、部分画像に
対する階調変換処理のパラメータを設定する。本実施形態において、部分画像を１０Ｂｉ
ｔで取得し、後述するＨＤＲ画像を１６Ｂｉｔとし、貼合画像についてディスプレイ表示
を考慮して８Ｂｉｔとして出力するため、この変換に際して適正な明るさとするために階
調変換（トーンマッピング）のパラメータを設定している。
【００３４】
　トーンマッピングとしては、直線的なものからより自然に見える曲線、画像の解像度を
落としながら適正輝度を算出する方法、数フレーム測定して平均輝度を算出する方法など
が考えられる。基準となる輝度によって、同じ画像でも見え方が変化する。
　高度なトーンマッピング手法として、画像のヒストグラムを解析し、画素値が密集する
階調近傍を伸長し、画素値が疎になる階調近傍を圧縮する手法などがある。
【００３５】
　一方、トーンマッピングの最も単純な手法として、画像の入力輝度レンジをディスプレ
イの出力輝度レンジに均等に割り当てる線形圧縮法がある。この場合、画像中の相対的な
明暗比率が保存されるため、ハイライト部が圧縮されるにつれて、重要な情報が含まれて
いると考えられる中輝度域あるいは陰影部の明暗比も同じ割合で低下するので、全体とし
てコントラストの小さい画像になる（図４参照）。
【００３６】
　具体的には、ヒストグラムを解析して輝度値が密集しているのが低輝度、中輝度、高輝
度の３パターンに分類する。下記の例の場合は低輝度と判断する。図５に示すように、１
６ｂｉｔから８ｂｉｔに圧縮する際に適用するトーンカーブを計算して適用する。画像全
体の輝度値の平均値を基にトーンカーブを算出することもできるが、ここでは説明の簡略
化の為に、図６に示す低輝度用トーンカーブ、中輝度用トーンカーブ、高輝度用トーンカ
ーブのいずれかのトーンカーブから選択することとする。
【００３７】
　例えば、低輝度の場合には、図７に示すように、低輝度用のトーンカーブを適用して、
８Ｂｉｔの出力画像（貼合画像）を生成する。なお、必要に応じて低輝度側の黒潰れを防
止するために、トーンカーブの適用後にオフセットをかけることもできる（図８参照）。
　上記の例において、算出（選択）するトーンカーブ、トーンカーブ適用後にかけるオフ
セットが画像の明るさに大きく影響する。１枚１枚標本に合わせてトーンカーブ、オフセ
ットを調整してしまうと生成された貼合画像の明るさがあわなくなってしまう。
【００３８】
　そこで、本実施形態においては、貼合わせを行いたい画像全体からトーンカーブ、オフ
セットを算出（選択）して貼り合わせを行うことで、最適な画像を提供することができる
。つまり、貼合画像領域Ｐ１を含み貼合画像領域Ｐ１よりもやや広視野の露出設定画像領
域Ｐ２に係る露出設定画像の画像情報に基づいてトーンカーブ、オフセットを算出、つま
り階調変換のパラメータを算出する。
【００３９】
　次のステップＳ１０５では、制御部２は、露出設定画像取得時よりも高倍の対物レンズ
９（例えば１０倍、２０倍または４０倍）に切り替える、又はズーム光学系を調節するな
どして、撮像範囲を部分画像領域Ｐ３に設定する。そして、撮像部１０は、露出設定部１
６により設定された露出条件に従って、標本Ａの同一領域について露出条件を異ならせて
４枚の部分画像を夫々取得し、コンピュータ３に備えられたデータ記録部１９に出力する
。ここでは、部分画像として１０Ｂｉｔの画像を取得する。
【００４０】
　その後、ステージ８をＸ方向、Ｙ方向に移動させ、撮像範囲を４枚の部分画像を取得し
た部分画像領域Ｐ３から隣接する部分画像領域Ｐ３に移動させる。その後、撮像部１０は
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、同様の露出条件すなわち例えば基準露出時間、基準露出時間の４倍の露出時間、基準露
出時間の１／４倍の露出時間及び基準露出時間の１／１６倍の露出時間で、標本Ａの同一
領域について４枚の部分画像を夫々取得し、コンピュータ３に備えられたデータ記録部１
９に出力する。この動作を繰り返し、貼合画像領域Ｐ１内の全ての部分画像領域Ｐ３の画
像を４枚ずつ取得する。
【００４１】
　ステップＳ１０６では、先のステップにおいて取得された同一領域の部分画像について
、夫々合成してダイナミックレンジを拡大したＨＤＲ画像を生成する。より具体的には、
図９に示すように、部分画像Ｅｘｐ１（基準露出条件の４倍）をスタートとして、部分画
像Ｅｘｐ１で飽和した階調情報を他の異露光画像Ｅｘｐ２，Ｅｘｐ３，Ｅｘｐ４で置き換
える手法について説明する。
【００４２】
　まず、部分画像Ｅｘｐ１で飽和した部分を部分画像Ｅｘｐ２（基準露出条件）で置き換
え、一時合成画像を生成し、続いてこの一時合成画像で飽和した部分を部分画像Ｅｘｐ３
（基準露出条件の１／４倍）で置き換えて一時合成画像を更新し、さらに、一時合成画像
で飽和した部分を部分画像Ｅｘｐ４（基準露出条件の１／１６倍）で置き換えてさらに一
時合成画像を更新することで、１６ＢｉｔのＨＤＲ画像を生成する。
【００４３】
　次のステップＳ１０７では、先のステップにおいて生成された各部分画像領域について
のＨＤＲ画像を夫々貼り合せることで、最終的な貼合画像を生成する。
【００４４】
　このように、本実施形態に係る顕微鏡システムによれば、全ての部分画像を取得する際
の露出が、取得したい貼合画像よりも広い範囲を撮影して得られた画像情報に基づいて設
定されているので、ＨＤＲ画像ごとに画像の明るさが変化せず、貼り合わせ処理によって
ＨＤＲ画像間の境界線が明確にならないように貼り合わせることができ、高品位な貼合画
像を得ることができる。また、この場合に、より広い範囲を撮影して得られた画像情報に
基づいているので、貼合画像の範囲内で場所により露出条件が大きく変化している場合に
おいてもダイナミックレンジを拡大可能な共通の露出を設定することができる。
【００４５】
　なお、本実施形態では、露出設定画像領域Ｐ２は、貼合画像領域Ｐ１よりも広い範囲と
したが、貼合画像領域Ｐ１と同一範囲としてもよい。
　また、本実施形態では、ステップＳ１０３で取得した露出設定画像領域Ｐ２の画像を露
出設定画像としたが、ステップＳ１０３で露出設定画像を取得せずに、ステップＳ１０１
で取得した低倍画像の露出設定画像領域Ｐ２の部分を露出設定画像とし、この露出設定画
像の画像情報を露出設定部１６に出力してもよい。
【００４６】
（第２の実施形態）
　以下、本発明の第２の実施形態について説明する。
　本実施形態に係る顕微鏡システムでは、部分画像の取得に先立って、基準となる露出及
び階調変換のパラメータを補正する点が、上述した第１の実施形態に係る顕微鏡システム
と異なっている。
【００４７】
　すなわち、図１１に示すように、本実施形態に係る顕微鏡システムにおいて、コンピュ
ータ３は、ＣＰＵが所定のプログラムを展開して実行することによって実現される処理部
として、さらにパラメータ補正部３０を備えている。
　その他の構成は、第１の実施形態と同一であるので、同一部分に同一番号を付して説明
を省略する。
【００４８】
　パラメータを補正するのは、以下の理由による。つまり、対物レンズの切り替えや、ズ
ーム光学系を調節することによって倍率を変更した場合、視野や光学系が変化することに
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起因して取得される画像の明るさが変化する。このため、露出設定画像に基づく画像情報
から設定した露出や階調変換のパラメータをそのまま用いた場合に、適切な値とならない
場合がある。
【００４９】
　そこで、例えば、顕微鏡システムに設けられた対物レンズやズーム光学系に応じて、予
め図１０に示すような補正係数に係るテーブルを保持しておき、これに従って、ＣＰＵが
実行する処理部としてのパラメータ補正部３０によって露出及び階調変換のパラメータを
補正する。
【００５０】
　このようにすることで、倍率変更部によって変更した撮影倍率に応じて、すなわち、切
替えた対物レンズやズーム光学系に応じて露出及び階調変換のパラメータを補正すること
で、所望の明るさの画像を取得することができ、より高品位な貼合画像を取得することが
できる。
【００５１】
（第３の実施形態）
　以下、本発明の第３の実施形態について説明する。
　上述した第１の実施形態及び第２の実施形態に係る顕微鏡システムでは、図２に示すよ
うに、部分画像を取得する際に適用する露出条件を、取得したい貼合画像領域Ｐ１よりも
広い露出設定画像領域Ｐ２の露出設定画像に係る画像情報に基づいて算出することとした
が、露出設定画像は、必ずしも貼合画像領域Ｐ１よりも広い必要はなく、貼合画像領域Ｐ
１に含まれる単一の部分画像領域Ｐ３よりも広い領域の画像とすることができる。
【００５２】
　本実施形態に係る顕微鏡システムでは、貼合画像に含まれる全ての部分画像を取得する
際に適用する露出及び階調変換のパラメータを、単一の部分画像よりも広視野の画像に基
づいて設定する。
　より詳細には、貼合画像領域Ｐ１の指定後、ステージ８をＸ方向及びＹ方向に移動させ
ながら、単一の部分画像領域Ｐ３よりも広い領域を露出設定画像領域として、貼合画像領
域Ｐ１に含まれる複数の部分画像領域Ｐ３について、複数の露出設定画像を取得する。取
得した複数の露出設定画像から、例えば、これらの平均や最大値を選択することで、貼合
画像に含まれる全ての部分画像を取得する際に適用する露出及び階調変換のパラメータを
設定する。
【００５３】
　このようにすることで、走査する箇所、すなわち、露出設定画像を取得する箇所数に応
じて、より適切な露出を設定することができるので、所望の明るさの画像を取得すること
ができ、より高品位な貼合画像を取得することができる。
　本実施の形態では、複数の露出設定画像から全ての部分画像を取得する際に適用する露
出条件を設定したが、一箇所の露出設定画像から露出条件を設定してもよい。
【００５４】
（第４の実施形態）
　以下、本発明の第４の実施形態について説明する。
　上述した第１の実施形態及び第２の実施形態に係る顕微鏡システムでは、図２に示すよ
うに、部分画像を取得する際に適用する露出条件を、取得したい貼合画像領域Ｐ１よりも
広い露出設定画像領域Ｐ２の露出設定画像に係る画像情報に基づいて算出することとした
が、必ずしも露出設定画像に係る画像情報の全てを用いる必要はなく、必要な画像情報の
みを用いることもできる。
【００５５】
　すなわち、本実施形態に係る顕微鏡システムでは、取得したい貼合画像よりも広視野の
画像である露出設定画像を取得し、露出設定画像のうち、露出設定に用いる箇所をユーザ
の指定によって選択し、選択された箇所に係る画像情報に基づいて露出及び階調変換のパ
ラメータを設定する。
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【００５６】
　このようにすることで、走査する箇所、すなわち、露出設定画像を取得する箇所数に応
じて、より適切な露出を設定することができるので、所望の明るさの画像を取得すること
ができ、より高品位な貼合画像を取得することができる。
【符号の説明】
【００５７】
　１　顕微鏡
　２　制御部
　３　コンピュータ（ＰＣ）
　８　ステージ
　９　対物レンズ
　１０　撮像部
　１５　領域設定部
　１６　露出設定部
　１７　ＨＤＲ処理部
　１８　貼合処理部
　２０　駆動機構制御部
　２１　撮像制御部
 

【図１】 【図２】
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